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議会運営委員会 

 

平成３０年５月２５日（金曜日）午前９時５５分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 吉 成 伸 一  副 委 員 長 相 馬   剛  

委 員 森 本 彰 伸  委 員 佐 藤 一 則  

委 員 大 野 恭 男  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 齋 藤 寿 一  委 員 中 村 芳 隆  

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 君 島 一 郎  副 議 長 山 本 はるひ  

 

 

説明のための出席者 

市 長 君  島     寛 副 市 長 片  桐  計  幸 

総 務 部 長 山  田     隆 総 務 課 長 田  代  宰  士 

総務課長補佐 鈴  木  正  宏   

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 石  塚  昌  章   議 事 課 長 小  平  裕  二   

議事課長補佐 
兼庶務係長 

田  野  恵  子   議事調査係長 関  根  達  弥   

主 査 室  井  良  文     

 

議事日程 

  １．開  会 

  ２．挨  拶 

    ・委員長 

    ・議 長 

    ・市 長 

  ３．協議事項 
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    ⑴平成３０年第２回那須塩原市議会定例会について 

     ①提出案件について 

      ○市長提出案件 ・・・・・ ２７件 

        ・人事案件        ２件 

        ・補正予算案件      ２件 

        ・条例案件        ３件 

        ・承認案件        ６件 

        ・その他の案件      ２件 

        ・報告案件       １２件 

          （即決案件） 

          （追加案件） 

      ○議会提出案件 

          （即決案件） 

          （追加案件） 

     ②議案に対する質疑・討論について 

     ③市政一般質問（通告者 １４名）について 

     ④請願・陳情等の取り扱いと委員会付託について 

      ○新規に受理した請願・陳情・・・・１件（別紙請願・陳情等文書表） 

     ⑤会期及び会期日程について 

      ○会期は、６月１日（金）から  月  日（ ）までの  日間 

      ○日程（別紙案） 

     ⑥その他 

    ⑵議会基本条例第１１条に基づく計画等について 

    ⑶議会基本条例の検証について 

    ⑷議会運営委員会研修会について 

  ４．閉  会 
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開会午前 ９時５５分 

 

◎開会の宣告 

○石塚事務局長 では、皆様、おはようございます。 

  定刻前ではございますが、全員おそろいですの

で、ただいまから議会運営委員会を始めさせてい

ただきたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○石塚事務局長 初めに、吉成委員長よりご挨拶申

し上げます。よろしくお願いします。 

○吉成委員長 皆様、おはようございます。 

  ６月定例議会の前に議運ということでお集まり

をいただきまして、大変にありがとうございます。 

  また、先週は、議会報告会を市内６会場で行い

まして、今回はサブタイトルを「なしおふれあい

トーク」ということで、一人でも多くの市民の皆

さんに参加をいただきたいということで、目標ま

で掲げて、今回、議会報告会を開催したわけです

が、当初の狙いどおりにはいきませんでしたけれ

ども、さまざまな市民の皆様からご意見、ご要望

等を伺っておりますので、今後、議会報告委員会

が中心となってそれをまとめて、また、市長のほ

うにご報告をさせていただきたいと思いますので、

その点もよろしくお願いいたします。 

  また、本日の、下野新聞の一面を飾りましたけ

れども、日本遺産ということで県内２つ登録をさ

れる中で、今回、本市も含めた那須地区４市町で、

二度目の挑戦もした日本遺産であります、開拓史

を飾る那須野が原の歴史、これが認められて登録

となったということで、市長もコメントを寄せて

おりました。 

  我々にとっても、これは大きな、またこの地域

の発展、それから今、ＤＣが行われているわけで

すけれども、そういった観光関連に対して、起爆

剤の一つになるんじゃないかと期待をしておりま

す。 

  さて、この６月議会、さまざまな議案が提出を

される予定となっておりますので、委員の皆様の

慎重なるご審議をいただいて決定を見ていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議長挨拶 

○石塚事務局長 続きまして、君島議長よりご挨拶

があります。 

○君島議長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまの吉成委員長のほうもありましたけれ

ども、この那須野が原につきまして、那須野が原

開拓浪漫譚という形で、昨日、文化庁のほうから

認定がされたところでございます。これが認定さ

れることによりまして、本市を含めまして、近隣

の市町におきまして、いろいろな面での活性化の

ほうに役立つのではないかと思います。市長のほ

うから、今後、この認定に当たりましての詳しい

内容の報告があるかと思いますが、そういう中に

おきまして、本日、議会運営委員会ということで

皆さんにお集まりをいただきました。 

  次第の中にもありますとおり、27件の、今回、

付議事件の提出がございます。そして、プラス議

会側のほうにおきましては、陳情が１件という形

で出ておりますので、６月定例議会におきまして

円滑な議事運営ができますよう、議会運営委員会

の皆様におかれましては、円滑な運営ができるよ

うな協議をしていただければ幸いかと思います。

よろしくお願いを申し上げまして、挨拶とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長挨拶 

○石塚事務局長 続きまして、君島市長よりご挨拶

をいただきます。 

○君島市長 改めまして、おはようございます。 

  本日は、平成30年第２回那須塩原市議会定例会

に係ります議会運営委員会の機会をいただきまし

て、本当にありがとうございます。 

  また、吉成委員長、それから君島議長からお話

がありましたとおり、平成27年から、文化庁が進

めております日本遺産の認定、これを目指しまし

て、大田原市、矢板市、那須町との共同で、明治

期の華族農場を中心とする那須野が原開拓に関す

る文化財ストーリー、これをまとめました。平成

30年２月に２度目となります申請を行ったところ

でございます。このたび文化庁から認定の通知が

ございまして、24日、昨日でありますけれども、

認定証をいただいたところでございます。 

  今後は、この日本遺産というブランド、これを

生かしまして、３市１町地域振興、そしておのお

のの地域の魅力的なまちづくりに大いに活用して

いきたいと考えておりますので、市議会のご理解、

そしてご協力をお願い申し上げたいと思っており

ます。よろしくお願いを申し上げます。 

  さて、今回の市議会定例会にご提案を申し上げ

ます内容でございますが、人事案件が２件、条例

の一部改正案件が３件、平成30年度の補正予算案

件が２件、各種計画案件が２件、専決処分の承認

及び報告案件が10件、繰越計算書の報告案件が５

件、公社等の経営状況報告が３件、合計で27件で

ございます。 

  議案等の概要につきましては、この後、総務部

長から説明をいたさせますが、いずれも重要な案

件でございますので、ご審議のほどをよろしくお

願いを申し上げます。 

  また、本日は、議会基本条例第11条に該当する

計画等に関する協議の場を設定いただきまして、

誠にありがとうございます。こちらにつきまして

も、この後、担当部長から説明をいたさせますの

で、よろしくお願いを申し上げまして、開会に当

たりましての挨拶とさせていただきます。よろし

くお願いを申し上げます。 

○石塚事務局長 ありがとうございました。 

  それでは、３の協議事項に入ります。ここから

の進行は委員長のほうでよろしくお願いします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○吉成委員長 それでは、３の協議事項に入ります。 

  ⑴第２回那須塩原市議会定例会について、まず

は、①の提出案件についてを議題といたします。 

  市長の提出案件について、執行部より説明をお

願いいたします。 

  部長。 

  着座で結構です。 

○山田総務部長 はい。それでは、平成30年第２回

那須塩原市議会定例会に提案を予定しております

市長提出議案につきましてご説明を申し上げます。 

  今回提案を予定しております案件は、ただいま

市長が申し上げましたとおり、27件であります。

これら27案件のうち、補正予算、条例の一部改正、

各種計画の策定などの、さきの議員全員協議会で

担当部局から説明しているものにつきましては説

明を省略させていただきたいと思いますので、あ

らかじめご了解くださいますようお願いを申し上

げます。 

  それでは、順次説明を申し上げます。 
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  初めに、議案書の１ページになります。 

  同意第４号 那須塩原市固定資産評価審査委員

会委員の選任について提案のご説明を申し上げま

す。議案資料は１ページから３ページに経歴書が

ございます。 

  本案につきましては、固定資産評価審査申出事

件の審査に当たる合議体を複数設置するため、平

成30年４月１日から、その定数を３名から６名に

増員している固定資産評価審査委員会委員につい

て、現在選任されております３名の委員に加えま

して、斉藤義守氏、平川昌也氏、塩水香代子氏の

３名を新たに委員として選任いたしたく、地方税

法第423条第３項の規定により、議会の同意を求

めるものであります。 

  次に、議案書の２ページをお開きいただきたい

と思います。 

  同意第５号 人権擁護委員の候補者の推選につ

いて提案の説明を申し上げます。議案資料は４ペ

ージに経歴書が記載されております。 

  本案につきましては、今回、委員13名のうち１

名の委員の任期が平成30年９月30日をもって満了

となることから、引き続き大貫憲子氏を候補者と

して推薦するものであり、人権擁護委員法第６条

第３項の規定に基づきまして、議会の同意を求め

るものであります。 

  次に、議案書３ページ、議案第56号 平成30年

度那須塩原市一般会計補正予算（第１号）。 

  続いて、議案書４ページ、議案第57号 平成30

年度那須塩原市下水道事業特別会計補正予算（第

１号）。 

  これらの議案資料は５ページから11ページとな

ります。このほか別冊の補正予算書及び執行計画

書がございます。 

  以上２件の補正予算案件につきまして、さきの

議員全員協議会においてご説明させていただいて

おりますので、説明を省略させていただきます。 

  次に、議案書５ページから６ページ、議案第58

号 那須塩原市体育施設条例の一部改正について、

議案資料は12ページから13ページとなります。 

  続きまして、議案書７ページ、議案第59号 那

須塩原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正について、

議案資料は14ページとなります。 

  続きまして、議案書８ページ、議案第60号 那

須塩原市まちなか交流センター条例の一部改正に

ついて、議案資料は15ページに記載をしておりま

す。 

  以上３件の条例の一部改正案件につきましては、

さきの議員全員協議会においてご説明をさせてい

ただいておりますので、説明を省略いたします。 

  次に、議案書９ページ、議案第61号 那須塩原

市第２期最終処分場施設整備基本計画について。 

  議案書10ページ、議案第62号 那須塩原市地域

公共交通再編計画について。 

  これらの議案資料はございませんが、別冊の計

画書がそれぞれございます。 

  以上２件の計画案件につきましては、さきの議

員全員協議会においてご説明をさせていただいて

おりますので、省略をさせていただきます。 

  次に、議案書11ページ、承認第１号 専決処分

の承認を求めることについて〔平成29年度那須塩

原市一般会計補正予算（第８号）〕、議案資料は

16ページから20ページとなります。 

  次に、議案書12ページから13ページ、承認第２

号 専決処分の承認を求めることについて〔那須

塩原市介護保険条例の一部を改正する条例の一部

改正〕、議案資料は21ページとなります。 

  次に、議案書14ページから19ページになります。 

  承認第３号 専決処分の承認を求めることにつ

いて〔那須塩原市税条例の一部改正〕、議案資料
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は22ページから43ページに記載をしております。 

  次に、議案書20ページから22ページ、承認第４

号 専決処分の承認を求めることについて〔那須

塩原市都市計画税条例の一部改正〕、議案資料は

44ページから48ページに新旧対照表を記載してお

ります。 

  次に、議案書23ページから24ページ、承認第５

号 専決処分の承認を求めることについて〔那須

塩原市国民健康保険税条例の一部改正〕、議案資

料は49ページから51ページとなります。 

  以上５件の承認案件のうち、承認第１号につき

ましては、このほか別冊の補正予算がございます。 

  なお、内容につきましては、さきの議員全員協

議会においてご説明をさせていただいております

ので、説明を省略いたします。 

  次に、議案書25ページから26ページになります。 

  承認第６号 専決処分の承認を求めることにつ

いて〔損害賠償の額の決定及び和解〕、議案資料

はございません。 

  事故の状況につきましては、相手側車両が市道

黒磯西岩崎線を南から北へ走行していたところ、

現場を通過する直前、道路上へ倒れてきた樹木に

衝突し、車両を全損したものであります。車両の

全損により相手方は生活に多大な支障を来し、早

急に損害を賠償する必要があることから専決処分

をしたものであります。 

  次に、議案書27ページから28ページ、報告第４

号 平成29年度那須塩原市一般会計継続費繰越計

算書について、議案資料はございません。 

  本報告は、平成29年度一般会計当初予算として

議決をいただきました継続費に係る予算につきま

して、平成30年度へ繰り越したことから、地方自

治法施行令第145条第１項の規定に基づきまして

報告をするものであります。 

  次に、議案書29ページから31ページになります。 

  報告第５号 平成29年度那須塩原市一般会計繰

越明許費繰越計算書について、議案資料はござい

ません。 

  本報告は、平成29年３月定例会において議決を

いただきました一般会計補正予算（第６号）にお

いて繰越明許費の設定を行った25件、同（第７号）

において追加を行った４件及び平成30年３月29日

付で専決処分を行いました同（第８号）において

追加を行った１件の合計30件のうち、平成29年度

中に事業が完了した２件を除きます28件の繰越明

許費に係る予算について、平成30年度へ繰り越し

たことから、地方自治法施行令第146条第２項の

規定に基づきまして報告をするものであります。 

  続きまして、議案書32ページから33ページにな

ります。 

  報告第６号 平成29年度那須塩原市一般会計事

故繰越し繰越計算書について、議案資料はござい

ません。 

  本報告につきましては、平成28年度に繰越明許

費を設定いたしまして繰り越した事業のうち１件

について、平成30年度へ事故繰り越しをしたこと

から、地方自治法施行令第150条第３項において

準用する同施行令第146条第２項の規定に基づき

まして報告をするものであります。 

  次に、議案書34ページから35ページになります。 

  報告第７号 平成29年度那須塩原市下水道事業

特別会計繰越明許費繰越計算書について、議案資

料はございません。 

  本報告は、平成30年３月の第１回定例会におい

て議決をいただきました下水道事業特別会計補正

予算（第３号）で設定いたしました繰越明許費に

係る予算につきまして、地方自治法施行令第146

条第２項の規定に基づきまして報告をするもので

あります。 

  次に、議案書36ページから37ページをお開きい



－7－ 

ただきたいと思います。 

  報告第８号 平成29年度那須塩原市水道事業会

計予算繰越計算書について、議案資料はございま

せん。 

  本報告は、地方公営企業法第26条第１項の規定

により、建設改良費を平成30年度へ繰り越したこ

とから、同条第３項の規定に基づきまして報告を

するものであります。 

  続いて、議案書38ページになります。 

  報告第９号 公益財団法人那須塩原市文化振興

公社の経営状況報告についてでございます。 

  次に、議案書の39ページになります。 

  報告第10号 公益財団法人那須塩原市農業公社

の経営状況報告について。 

  次に、議案書40ページ、報告第11号 公益財団

法人那須野が原文化振興財団の経営状況報告につ

いて。 

  これらの議案資料はございませんが、別冊の報

告書がございます。 

  これら３件の報告につきましては、那須塩原市

が設立し、または出資している文化振興公社、農

業公社及び那須野が原文化振興財団における平成

29年度の事業実績及び会計決算、平成30年度の事

業計画及び収支予算など、その経営状況等につき

まして、地方自治法第243条の３第２項の規定に

基づき報告をするものであります。 

  続きまして、議案書41ページから48ページにな

ります。 

  報告第12号から報告第15号の４件につきまして

は、損害賠償の額の決定及び和解についてご報告

を申し上げるものであります。なお、これらの議

案資料はございません。 

  初めに、報告第12号について申し上げます。 

  本件につきましては、平成29年10月23日、那須

塩原市塩原地内において発生した事故に関し、損

害賠償の額を決定し和解したものであります。 

  事故の状況につきましては、相手側車両が市道

若葉通り線を東から西へ走行していたところ、車

両右側の岩盤からの落石により、フロントガラス、

ボンネット等を破損したものであります。 

  次に、報告第13号について申し上げます。 

  本件につきましては、平成30年３月２日、那須

塩原市橋本町地内におきまして発生した事故に関

し、損害賠償の額を決定し和解をしたものであり

ます。 

  事故の状況につきましては、強風で破損した黒

磯郷土館の屋根の部材が隣接地に落下し、駐車し

ていた相手方車両を破損したものであります。 

  続いて、報告第14号について申し上げます。 

  本件につきましては、平成30年２月６日、那須

塩原市豊浦南町地内におきまして発生した事故に

関し、損害賠償の額を決定し和解したものであり

ます。 

  事故の状況につきましては、市側車両が市道黒

磯唐杉線を北東方向に進行中、路面の凍結により

スリップを起こし、停車し切れずに相手方車両に

追突、後部バンパー等を破損したものであります。 

  最後に、報告第15号について申し上げます。 

  本件につきましては、平成30年４月25日、那須

塩原市東原地内において発生した事故に関し、損

害賠償の額を決定し和解したものであります。 

  事故の状況につきましては、相手方車両が市道

黒磯西岩崎線を南から北へ走行していたところ、

市道東原三区横１号線との交差部付近で、道路上

の穴に左前輪を落とし、左前輪のタイヤを破損し

たものであります。 

  以上27件の議案につきまして、市議会定例会へ

の提案を予定しておりますので、よろしくお願い

を申し上げまして、関係議案の説明とさせていた

だきます。 
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○吉成委員長 説明が終わりました。 

  質問等ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、続きまして、即決案件は

ございますか。 

  部長。 

○山田総務部長 即決の取り扱いをお願いしたいも

のにつきまして、８件ほどございます。 

  初めに、同意第４号 那須塩原市固定資産評価

審査委員会委員の選任について。 

  同意第５号 人権擁護委員の候補者の推選につ

いて。 

  これら２件につきましては、人事案件でありま

すので、即決でお願いをいたします。 

  あわせまして、承認第１号から承認第６号まで

の 専決処分の承認を求めることについて〔平成

29年度那須塩原市一般会計補正予算（第８号）〕、

〔条例の一部改正並びに損害賠償の額の決定及び

和解〕の６件につきまして、いずれも市長の専決

処分の承認を求めるものでありますので、こちら

につきましても即決でお願いをいたします。 

  以上８件についてお願いをするところでござい

ます。 

○吉成委員長 ただいまの即決案件の説明に対し、

質疑等ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 質疑等がないようですので、議案の

取り扱いについてお諮りいたします。 

  ただいま説明のありました同意第４号から同意

第５号の人事案件の件及び専決処分の承認案件６

件につきましては、即決扱いとすることで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、即決案件８件と報告案件12件を除く７件

の議案につきましては、各常任委員会及び予算常

任委員会へ付託することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、追加議案はございますか。 

  部長。 

○山田総務部長 追加議案といたしましては、８件

ほど予定をしております。 

  内容といたしましては、まず１番目に、平成30

年度那須塩原市一般会計補正予算（第２号）であ

ります。 

  本案につきましては、６月議会に係る補正予算

（第１号）提出後に内示のありました、国庫補助

事業に対応するためのが一つ。それから、先ほど

来、話が出ております日本遺産関連経費に対応と

いうところで追加議案として提出をさせていただ

きたいと思っております。 

  ２番目といたしまして、那須塩原市税条例の一

部改正について。 

  本案につきましては、条例の改正の根拠となり

ます生産性向上特別措置法、この法律の成立や交

付日などを見きわめた上で議会への上程を進める

必要があったことから、追加議案として提案をし

たいと考えております。 

  それから、契約の締結についてでございます。 

  契約の締結につきましては、本定例会の会期中

に３件の締結の見込みがあります。黒磯中学校体

育館及び武道館改築工事、くろいそ運動場第３テ

ニスコート整備工事及びくろいそ運動場第３テニ

スコート照明設備設置工事について、それぞれ５

月31日に落札者決定予定のため、決定した場合に
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は追加議案として提案をしたいと考えております。 

  最後に、専決処分の報告についてでございます。 

  専決処分の報告につきましては、本定例会の会

期中に３件の示談の見込みがありますので、市の

義務に属する損害賠償の額の決定及び和解につき

まして、示談が調った場合には、追加議案として

提案をしたいと考えております。 

  以上８件の追加議案を予定しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○吉成委員長 ただいまの追加議案の説明に対し、

質疑等ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 質疑等がないようですので、追加議

案の取り扱いについてお諮りをいたします。 

  ただいま説明のありました追加議案８件が提出

された場合には、即決扱いとすることで異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出案件についてですが、何か予定

されるものはございますか。 

  課長。 

○小平議事課長 現時点ではありませんが、この後、

次第➃で請願・陳情等の取り扱いと委員会付託に

ついてで内容のご説明をいたしますが、本定例会

に合わせ陳情の提出が１件ございました。取り扱

いにより審査となった場合、その結果によりまし

ては、意見書の提出が予想されます。 

  以上です。 

○吉成委員長 ただいま事務局のとおり、請願・陳

情等の審査結果等によりましては、意見書の提出

が予想されるとのことです。その場合には、最終

日に追加上程し、即決扱いとすることで異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、②議案に対する質疑・討論についてを議

題といたします。 

  まず、議案に対する質疑につきましては、先例

のとおりとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、討論についてですが、こちらも先例のと

おりとしたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、③市政一般質問についてお諮りをいたし

ます。 

  今回、14名の通告者がございます。質問の方法

については、先例のとおり行うことで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、➃請願・陳情等の取り扱いと委員会付託

についてを議題といたします。 

  内容等について、事務局より説明を願います。 

  係長。 

○関根議事調査係長 それでは、新規に受理しまし

た陳情が１件ございますので、別紙請願・陳情等

文書表に基づきご説明をさせていただきたいと思

います。 

  陳情者の住所及び氏名ですが、市内西三島、さ

よなら原発栃木県北連絡会代表高嶋幸雄氏、他20

名でございます。 

  受理日は、平成30年５月21日で、代表者本人が
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お見えになって受け付けをしてございます。 

  件名につきましては、東海第二原発の稼働延長

を認めない意見書の提出を求める陳情でございま

す。 

  内容につきまして概要を申し上げますと、東海

第二原子力発電所において、過酷事故が発生した

場合、それによって放出される放射性物質により、

栃木県内で大きな被害が発生するおそれがありま

す。特に立地する東海村には、原発のみならず、

使用済み燃料の再処理、核燃料製造など、多くの

原子力関連施設があり、再処理施設にはプルトニ

ウム溶液など、高レベル放射性廃液が保管されて

おり、漏れ出すと、関東一円に人が入れなくなる

と言われております。放射性物質をまき散らされ、

人が近づけなくなると首都圏どころか、日本の壊

滅が待っており、過酷な複合事故の懸念がありま

す。このような被害を防止するためには、運転中

止のまま廃炉にするしかありません。 

  以上のことから、東海第二原発の40年を超える

運転を認めないことを要望する意見書、こちらを

採択し、同意見書を運転期間延長の許可権限、あ

るいは許可に際して意見を述べる権限を得る関係

で、官庁に対して送付するよう陳情するもの、そ

ういったものでございます。 

○吉成委員長 ただいま事務局より説明をいただき

ました。 

  取り扱いについてお諮りをいたしたいと思いま

す。 

  その前に１点確認を皆さんで、ここで共通理解

としてしておきたいと思うんですが、那須塩原市

議会には、特別委員会として放射能対策検討特別

委員会が設置をされております。 

  それらの設置目的を、事務局から一言お願いし

ます。 

  係長。 

○関根議事調査係長 付託案件について申し上げま

す。 

  放射能対策検討特別委員会付託案件、福島第一

原子力発電所事故に伴う放射能汚染等の対策調査

検討及び関係請願・陳情等の審査となっておりま

す。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  今、説明を求めたのは、我々の設置している特

別委員会においては、あくまでも東京電力福島第

一原発で起こったものに対する、そこから上がっ

てきた陳情・請願等に対して付託を受けるという

形になっております。今回、陳情内容の題を見て

いただくとわかるように、東海第二原発の稼働延

長を求めない意見書の提出を求める陳情というこ

とになっておりますので、その点も加味して、こ

の後、ご意見をいただきたいと思います。 

  それでは、陳情第１号について、どのように扱

うか、皆様の意見をいただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 非常に取り扱い、難しい部分がある

と思うんですが、率直な皆さんのご意見をいただ

ければと思います。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 そうすると、今ご説明あるとおり、特

別委員会が設置されているんですけれども、それ

につきましては、福島第一原発に限定されている

ということで、そこに付託するということになる

と、それの改正かなんかをしなくちゃだめだとい

うことでよろしいですか。 

○吉成委員長 というか、設置目的に当然かなった

取り扱いをしなくちゃいけないということを考え

れば、当特別委員会へ付託となった場合には、ち

ょっと違うような気もいたします。 
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  ただ、この陳情書の理由というところをちょっ

と読んでいただくと、東京電力福島第一原発電所

の事故原因がいまだ解明されていない中という、

文言としては一部入ってはいるんです。ただ、表

題は全く違うということです。その辺も少し加味

して考えていただいて、最終的に結論を出さない

といけないわけですから。 

  齋藤委員。 

○齋藤委員 先ほど当市の設置目的では、今、委員

長が説明したように、福島第一原発に関しての特

別委員会であるということで、最初は特別委員会

に付託したほうがいいのかなというふうに思った

んですけれども、そういう規定がある以上、今回

のは東海第二原発の40年の、建設ではなくて稼働

の阻止ということでありますので、私は、総務企

画常任委員会が妥当ではないかなというふうに思

うんですけれども。 

○吉成委員長 ただいま齋藤委員から、総務企画常

任委員会が適当ではないかというご意見が出され

ました。 

  ほかにございますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 おっしゃるとおりだと思います。賛成

です。 

○吉成委員長 ほかにいかがでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ほかにないようですので、陳情第１

号につきましては、総務企画常任委員会へ付託す

ることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、⑤会期及び会期日程についてを議題とい

たします。 

  別紙日程（案）がありますので、事務局より説

明願います。 

  課長。 

○小平議事課長 それでは、会期日程につきまして

ご説明申し上げます。 

  会期につきましては、６月１日金曜日から６月

21日木曜日までの21日間を予定しています。 

  日程につきましては、６月１日開会、会期の決

定、議案の提案説明、即決議案の採決。即決議案

につきましては、先ほど総務部長から説明があっ

た８件を予定しております。 

  ２日、３日、土日の休会を挟みまして、４日月

曜日、５日火曜日、７日木曜日、８日金曜日は市

政一般質問とし、４日、５日、７日は４人、８日

は２人を予定しております。４日月曜日につきま

しては、午前９時半より議場コンサートを予定し

ており、午後１時を計画案件質疑通告書の提出期

限として予定しております。 

  また、６日水曜日は、議案等調査のため休会を

予定しております。 

  ９日、10日、休会を挟みまして、11日月曜日は

議案質疑と議案の各常任委員会付託及び請願・陳

情等の関係委員会付託ということで、先ほど総務

企画ということで決定いたしましたので、そちら

に付託になると思います。 

  それから、12日から15日、４日間につきまして

は委員会を予定し、15日金曜日午後５時を討論通

告書の提出期限として予定しております。 

  16日、17日の休会に引き続き、18日月曜日、19

日火曜日を、議事整理のため休会を予定しており

ます。 

  20日水曜日につきましては、午前10時より予算

常任委員会の全体会を、午後１時30分より議員全

員協議会を予定しております。 
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  21日最終日ですが、各委員長の報告を受け、質

疑、討論、採決を行い、閉会の予定となります。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 ただいま事務局から説明がありまし

たが、改めて申し上げます。 

  会期につきましては、別紙（案）のとおり、６

月１日金曜日から６月21日木曜日までの21日間と

し、市政一般質問14人については、６月４日、５

日、７日、それぞれ４人と。８日については２人

とし、議案質疑は11日に行いたいと思いますが、

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、計画案件に対する質疑通告書の提出期限

につきましては、６月４日月曜午後１時とし、討

論通告書の提出期限につきましては、６月15日金

曜日の午後５時とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  なお、６月20日水曜日午前10時から予算常任委

員会全体会を、同じく20日午後１時30分から議員

全員協議会を予定しております。 

  次に、⑥その他についてを議題といたします。 

  今定例会に関しまして、執行部から何かその他

ございますか。ありませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、委員の皆さんから何かご

ざいますか。ございませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、⑴につきましては以上と

いたします。 

  ここで⑵議会基本条例第11条に基づく計画等に

ついてに入る前に、執行部の皆さんの入れかえを

行いますので、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３３分 

 

再開 午前１０時３４分 

 

○吉成委員長 じゃ、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

  ⑵議会基本条例第11条に基づく計画等について

を議題といたします。 

  今回の委員会から、議会基本条例第11条に係る

計画、協定等について、執行部から内容の説明を

いただいた上で、議決、または報告とすることを

決定いたします。 

  この後の議事の進め方について少々ご説明をさ

せていただきます。 

  まず、部ごとの説明をいただき、その後、質疑

を行って、その上で職員の方々には一度退席をい

ただき、我々委員で議員間討議を行い、決定を見、

その後、再入室を職員の方々にしていただく。こ

のような形にさせていただきます。今回、７つの

部に関係する計画等が出ておりますので、多少、

出入りがありますが、そのような形で進めさせて

いただきますので、よろしくお願いをいたします。 

  まず、企画部の案件から順に進めてまいります。 

  企画部からは３件の案件がございます。 

  執行部から案件の説明をお願いいたします。 

○藤田企画部長 よろしくお願いいたします。 

  初めに、新庁舎建設基本計画についてでござい

ますが、これから新庁舎建設に向けて本格的に動

き出したというところで、既に議決をいただいた

構想に基づき、今年度、基本計画を策定していき

たいというふうな関係でございまして、計画の中

身については、過日ご説明をさせていただきまし

たので、ここでは省略をさせていただきますが、
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スケジュール的には、年内にパブリックコメント

までを終了し、議案の上程の時期としては３月議

会を予定しているものでございます。 

  また、その間、既に先日、第１回の市民検討懇

談会を開催いたしましたが、その市民検討懇談会、

それから、議会で設置していただきました特別委

員会、さらに、我々も庁内の組織も組織いたしま

すので、それぞれ情報を共有しながら、キャッチ

ボールをしながら進めていきたいというふうに考

えております。 

  続きまして、本市と那須野農業協同組合との包

括連携協定についてでございます。 

  こちらのほうは、ＪＡなすの、那須野農業協同

組合のほうからお話をいただいた案件でございま

して、地方創生への取り組み、それから、地域経

済の継続的な発展に資することを目的に協定を締

結するという内容でございまして、協定の内容と

しては、様式の２にありますように、農協さんで

すので、まずは農畜産物の生産振興、それから農

業者の所得増大、さらに地域の活性化、地域住民

に必要なサービス提供による地域経済の継続的な

発展に資するというような内容でございます。 

  これまでも本市では、足利銀行、それから郵便

局、また、作新さんとの協定等を締結しておりま

すが、基本的には大きく変わらないのかな。また、

ＪＡさんでは、全国的な取り組みで各ＪＡさんが

行っているようでございまして、本市のほか大田

原市、那須町とも同じような形で協定を締結して

いきたいと。余計な余談になりますが、できれば

３市町合同の締結というようなことで、農協さん

としてもアピールをしていきたいというようなお

話は伺っております。 

  こちらについては、私どもとしては、議案では

なくて、報告事項でお願いをしたいというふうに

考えております。 

  次に、電子市役所計画の策定について、３点目

になりますが。 

  これまで、既に地域情報化計画ということで、

平成19年からインフラ整備、情報通信基盤の整備

というところを行ってまいりましたが、今回の電

子市役所計画では、そういったものを活用して、

さらに多様化する市民ニーズに対応し、また情報

通信基盤、それからＩＣＴ、こういったものをど

んどん活用しながら、市民の利便性の向上、それ

から、行政事務の効率化等を図っていきたいとい

う内容の計画を策定するものであります。 

  計画の期間については、31年度から33年度まで。

こちらについてもスケジュール的には、秋までに

は計画の案をまとめてパブリックコメント。最終

的には調整をしながら、できれば３月の議会に議

案として上程をさせていただきたい。 

  行政全般にわたる計画になるというところもあ

りますし、具体的な話になりますと予算的な面も

絡んでくる内容でございますので、考え方、取り

組みについてご確認をいただき、ともに推進し、

責任を分かち合っていただければというふうに思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○吉成委員長 ありがとうございました。全ての計

画で責任を分かち合っていると思います。 

  それでは、３件につきましてですが、２件につ

いては、新庁舎建設基本計画並びに、今、説明を

いただいた電子市役所計画、これについては議決

案件ということで出ておりますので、今回に関し

ましては、皆さんからの、特に質疑等いただくの

は、もちろんその２件に関しても構いませんが、

農協との包括連携協定、こちらについて、もし質

疑等がございましたらお願いをいたします。 

  私のほうから、先に１点確認させてもらってい

いですか。 

  先ほど部長の説明の中で、大田原市、そして那
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須町、３市町による合同のというお話がありまし

た。予定としてはいつを考えられていますか。 

○藤田企画部長 農協さんからは、できれば６月中

にという話は伺っております。 

○吉成委員長 ６月中でいいんですね。わかりまし

た。 

  皆さんからございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 説明の資料にあるようですけれども、

口頭でちょっとお伺いしたいんですけれども、本

市として具体的に、締結をしない場合に比べて、

これによって何が制約を受けるとか、何を努力し

なきゃいけないとか、そういったことは具体的に

はどんなようなことがあるんでしょうか。 

○吉成委員長 いかがでしょうか。 

  部長。 

○藤田企画部長 制約を受けるというのは基本的に

ないのかなというふうに思っております。大きく

うたっていますが、なかなかこれだと具体的なも

ののイメージが難しいかということで、細目的に

整理をさせていただく予定であります。 

  ただ、そちらについても、大体のことは既に取

り組んでいることが多いのかなという印象はあり

ます。それをしっかり文書に残してやっていくと

いうところがあり、本市としては、それに基づい

てさらに一歩踏み込みたいというときには、農協

さんとの話が今までより、今までも悪いわけでは

ございませんが、より進めやすくなる。 

  また、農協さんとしても、こんなものを農協の

事業として考えているんだけれども、市ではどう

だというような、お互いの意思疎通が図りやすく

なるということはあるんだろう。 

  委員おっしゃるように、これによって何か受け

るか、何か負担が生じるかというところは今、想

定はしておりません。 

○吉成委員長 よろしいですか。 

  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ないようですので、質疑を終了する

ことでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ここで、議案の取り扱いについて議

員間討議を行うため、執行部の退席を求めます。

討議終了後、改めて入室いただきますので、それ

まで第３委員会室で待機願います。 

  それでは、暫時休憩としたします。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時４４分 

 

○吉成委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  まず、新庁舎建設基本計画及び那須塩原市電子

市役所計画の取り扱いについては、執行部の取り

扱いは議決案件でありますので、そのような取り

扱いで異議ございませんね。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、この２件については議決

案件といたします。 

  続きまして、那須塩原市と那須野農業協同組合

との地方創生推進及び地域社会経済の継続的発展

に関わる包括連携協定について、取り扱いを協議

したいと思います。 

  先ほど執行部の説明では報告としたいというこ

とですが、皆さんからご意見をいただきます。い

かがでしょうか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 今、部長からの説明がありましたが、

内容的には今までやってきたこと、さらにこれを
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提携することによって進展したいことについては、

話し合い、今まで以上にこの協定でしやすいとい

うことですが、また、具体的には多分これとまた

別な締結をするときには、案件として上がってく

るんでしょうから、これに関しては執行部の申し

ているとおりの報告でいいのではないかと思いま

す。 

○吉成委員長 今、鈴木委員からは、執行部のとお

り、報告でいいんじゃないかというご意見でした。 

  そのほかにございませんか。 

  副委員長。 

○相馬副委員長 先ほど執行部の説明では、これま

で協定を結んできました足利銀行、それから郵便

局、それから作新学院等と同じような取り扱いだ

ということなんですが、すみません、ちょっと記

憶がはっきりしていないんで確認したいんですが、

この３つの協定については、全部報告だったんで

しょうか。 

○吉成委員長 私は報告、そう記憶していますが、

間違いないですよね。報告で。 

  作新に関しては、この前やったばかりですから、

これはもう既に報告でした。郵便局もたしかそう

だったですね。 

○相馬副委員長 了解しました。 

○吉成委員長 足銀はその後ですね。郵便局の後が

足銀。 

  よろしいですか。 

○相馬副委員長 はい、ありがとうございました。 

○吉成委員長 ３件とも報告だけだということです。 

  それでは、ほかございませんか。確認事項、い

いですよ、何かあれば。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、案件の取り扱いについて

お諮りをいたします。 

  ただいま意見がありました。本案件につきまし

ては、報告とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、本案件につきましては、

報告案件とすることに決しました。 

  それでは、ここで執行部入室のため、暫時休憩

といたします。 

 

休憩 午前１０時４７分 

 

再開 午前１０時４８分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  協議内容について報告いたします。 

  議決で上がってきている２件につきましては、

議決扱いとし、那須塩原市と那須野農業協同組合

との地方創生推進及び地域社会経済の継続的発展

に関わる包括連携協定については、報告といたし

ました。 

  協議内容については以上であります。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩といたします。 

  大変にご苦労さまでした。 

 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時４９分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、総務部案件の協議に入ります。 

  総務部では２件の案件がございます。 

  執行部から案件の説明をお願いいたします。 

  部長。 
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○山田総務部長 総務部からは協定２件の提出でご

ざいます。 

  まず一つ目でございます。 

  災害時における地図製品等の供給等に関する協

定ということで、協定の締結先といたしましては、

株式会社ゼンリン、住宅地図をつくっている会社

でございます。 

  内容といたしましては、このゼンリンより、住

宅地図の提供、それからコピーの事前発行です。

それから広域地図の提供、それから住宅地図イン

ターネット配信サービスの閲覧、こういうような

形を受けるということでございます。 

  災害発生時には、被害状況の把握、調査把握、

それから問い合わせの対応、安否確認等、さまざ

まな業務の中で住宅地図が大量に必要になってま

いります。そのときに、常時用意しておくことは

困難ですし、この協定を締結することによりまし

て、災害中の地図製品の確保を図っていくという

ものでございます。これによりまして、災害時、

速やかな対応が可能となるということでございま

して、今回、この締結によりまして、リスクを生

じる可能性はほぼゼロだというところです。 

  報告案件とさせていただきたいということで協

議をさせていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

  続きまして２つ目の協定でございます。 

  広告付避難場所等電柱看板に関する協定でござ

います。 

  締結先は、東電タウンプランニング株式会社、

東電関連の広告会社でございます。 

  内容といたしましては、東電の電柱等に張って

ある広告板、この一部に、３分の１程度のスペー

スになりますけれども、そこに「避難所、黒磯中

学校、この先」とか矢印を掲載すると、そういう

協定の内容でございます。 

  この締結によりまして、巻き広告を出すスポン

サー、承諾を得れば、そのスポンサーの広告料は

若干安くなるというところがありまして、市とし

ては無料で避難場所の案内が表示できるというこ

とでありまして、地域貢献型広告と呼ばれるもの

でございます。これによりまして、避難所への案

内、誘導、意識啓発が図れるものというふうに思

っております。 

  同じくこの協定を結ぶことによってリスク等は

生じませんので、議会に対して報告案件をさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

○吉成委員長 それでは、ただいま２件について説

明をいただきました。 

  これら２件について、皆さんから質疑ございま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 電柱というのは結構目立つものですけ

れども、貼り紙とかいろいろ、景観という話です

けれども、これは当然避難所ということで必要不

可欠かもしれない。こういう感じを見て。 

  これ、要望があると、この協定を結ぶと、広告

主がどんどん自由に、限りなく張ることも起きて

くるということはあるんでしょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○山田総務部長 この地域貢献型の広告をやるとか

やらないとかは抜きにして、巻き広告ができる区

域とできない区域というのが屋外広告物条例で多

分定まっていますので、それの条例に基づいて、

あくまでも巻き広告をやれる範囲というのは決ま

っています。その中でスポンサーがオーケーすれ

ば、この避難所の案内ができるということですの

で、これによって景観を無視されるという事態は

生じないというふうに思っております。 

○吉成委員長 いいですか。 
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  森本委員。 

○森本委員 電柱の巻き看板というのはいろんな、

例えば交通安全のものとか、そういうものもある

と思うんですけれども、広告のほうが優先されち

ゃって、そういう安全のためのものが外されるな

んていうことはないという理解でよろしいんでし

ょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○山田総務部長 あくまでもその電柱に何を張るか

というのは多分、東電側の判断というふうになる

と思うので、例えば、おっしゃったようなものを

外して、これを張るという事態は生じないのかな

というふうに思っています。 

○吉成委員長 よろしいですか。 

  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 じゃ、私からゼンリンとの協定につ

いてお聞きをいたしますが、これはもうゼンリン、

全国ですから、全国の自治体が既に協定を結んで

いる、これから協定を結ぶ、そういう流れなのか

が１点。 

  それから、もう一点。 

  先ほど部長の説明の中で、災害時には非常に地

図の数が必要になってくる。これまでの那須の大

水害であったり、当然、3.11であったり、そうい

った際にはどのぐらいの、実際には地図というの

は使用されたんでしょうか。 

  部長。 

○山田総務部長 まず、もう既にほかの自治体もか

なり締結をしているところでございまして、ちょ

っと正確なあれはわかりませんが、かなり多くの

自治体が締結をしているというところは間違いな

いところでございます。 

  それから、実際の災害において、どのくらいと

いうことになりますと、常時、各課に１冊ぐらい

ずつは住宅地図がありまして、それを例えば道路

課なり、総務課なり、いろんな生活環境課なり、

かき集めてやるというところで、それを持ち歩い

てその現場に行ったりというところで、正確な総

数はわかりませんけれども、かなり需要があると

いうところは間違いないところだと思います。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ないようですので、質疑等を終了し

たいと思います。 

  ここで議案の取り扱いについて議員間討議を行

うため、執行部の退席を求めます。討議終了後、

改めて入室していただきますので、それまで第３

委員会室で待機願います。 

  それでは、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時５５分 

 

再開 午前１０時５６分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、報告とする案件、災害時における地

図製品等の供給等に関する協定及び広告つき避難

所情報等電柱看板に関する協定についての取り扱

いを協議いたします。 

  まずは、災害時における地図製品等の供給等に

関する協定について、皆さんからご意見をいただ

きたいと思います。どのように取り扱いますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 対応の理由にあるように、このとおり

だと思いますので、報告でよろしいかと思います。 

○吉成委員長 ただいま報告でいいのではないかと

いう意見が出ました。 
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  皆さん、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、本件につきましては、報

告案件にすることに決してよろしいですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 そのように決しました。 

  続きまして、広告付避難所情報等電柱看板に関

する協定について、皆さんのご意見を伺います。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 これにつきましても、先ほどと同じ理

由で報告でよろしいかと思います。 

○吉成委員長 ほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、本件につきましては、報

告案件にすることに決しました。 

  それでは、ここで執行部の入室のため暫時休憩

といたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１０時５９分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたし

ます。 

  協議の内容について報告いたします。 

  災害時における地図製品等の供給等に関する協

定並びに広告付地域避難所等電柱看板に関する協

定については、報告といたします。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

休憩 午前１０時５９分 

 

再開 午前１１時００分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、子ども未来部案件の協議に入りま

す。 

  子ども未来部では、１件の案件がございます。 

  執行部から案件の説明をお願いいたします。 

  部長。 

○冨山子ども未来部長 それでは、６番の那須塩原

市発達支援システム推進計画の策定につきまして

ご説明申し上げます。調書のほうの確認をさせて

いただきます。 

  まず１番目でございます。 

  計画策定の目的及び背景でございますけれども、

発達支援システムにつきましては、子どもの発達

段階に応じた総合的な支援を継続的かつ計画的に

推進することにより、本システムの基本理念であ

ります、一人一人の子どもが持つ生きる力を地域

全体で育む仕組みを推進するという仕組みでござ

います。 

  また、発達に支援が必要な子どもと保護者に対

しまして、早期からの切れ目のない一貫した総合

的な支援を提供できるよう、支援の仕組みをつく

ってきたところですが、平成30年度で３年が経過

することから計画の見直しを行うものでございま

す。 

  ２番目の計画の概要でございますけれども、那

須塩原市発達支援システムの推進に向けて、具体

的な事業を展開するに当たりまして、各事業の実

施方針、今後の支援の方向性を体系的に示す予定

でございます。 

  また、子ども・子育て未来プラン、那須塩原市

教育振興基本計画、その他の第２次総合計画に基

づく既存の部門別計画における子どもの発達支援

に関する施策について集約し、連携強化を図る計
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画にしていく予定でございます。 

  計画期間としましては、平成31年度から平成33

年度までを予定しております。 

  また、４番目の市民等への効果及び影響でござ

いますけれども、今回のこの計画につきましては、

前回の計画では５年間で同意者100名を目標とし

て事業を設定してきたところでございますけれど

も、募集開始した平成29年度、１年間で121名の

方が、このネットワークシステムを利用してもら

っております。発達に支援を必要とする子どもと

その保護者のシステムに対する期待は大きいもの

があり、より一層の支援体制を充実していくこと

が必要だというふうに思っているところでござい

ます。 

  市民参画の有無及び内容でございますけれども、

ネットワークシステムを利用している方々からの

意見の聴取や、あとはパブリックコメントを実施

する予定でございます。 

  総合計画の位置づけとしましては、基本政策７

の１、子育て環境を充実させる、具体的な施策と

しましては、発達支援の体制を充実させるとの計

画でございます。 

  関連法令及び上位計画でございますけれども、

子ども・子育て未来プランが上位計画となってご

ざいます。 

  上位計画の議決時期でございますけれども、平

成27年３月、また中間見直しとしまして、平成30

年３月に行っております。 

  議会への対応及び理由でございますけれども、

２番目の議員全員協議会での報告にさせていただ

きたいと思っております。 

  理由といたしましては、本計画は、子ども・子

育て未来プランを上位計画としまして、その施策

を具体的に実施するための計画であることから、

議員全員協議会で報告することにより対応したい

というふうに思っているところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○吉成委員長 ただいま説明をいただきました。 

  皆さんから質疑を受けたいと思います。 

  質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 私から１点確認させていただきたい

んですが、ここでいう８番の上位計画の議決時期

ということで平成27年３月、そして中間見直しと

いうことで平成30年３月。そうすると、今回、報

告ということなんですけれども、２月の全員協議

会で報告したいということでしょうか。 

  部長。 

○冨山子ども未来部長 そのとおりでございます。 

○吉成委員長 ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 それでは、質疑が内容ですので、質

疑を終了したいと思います。 

  ここで案件の取り扱いについて議員間討議を行

うため、執行部の退席を求めます。討議終了後、

改めて入室いただきますので、それまで第３委員

会室で待機願います。 

  それでは、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時０４分 

 

再開 午前１１時０４分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、報告とする案件、那須塩原市発達支

援システム推進計画について、取り扱いを協議い

たします。 

  委員の皆さんからご意見をいただきたいと思い

ます。 
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  佐藤委員。 

○佐藤委員 前回の議会運営委員会でしたか、上位

の計画とその下にあるということで示されたとお

りであるので、これにつきましても上位計画に基

づく実施計画であるということで、報告でよろし

いかと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ございませんか。 

〔「はい、ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、皆さんからのご意見とし

ては、今、佐藤委員のほうからありましたように、

報告でいいんじゃないかということであります。 

  それでは、本件については、報告案件に決する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、報告案件といたします。 

  執行部の入室のため暫時休憩とします。 

 

休憩 午前１１時０６分 

 

再開 午前１１時０６分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  協議の内容について報告いたします。 

  那須塩原市発達支援システム推進計画につきま

しては、報告案件といたします。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

休憩 午前１１時０６分 

 

再開 午前１１時１７分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、建設部案件の協議に入ります。 

  建設部では１件の案件がございます。 

  それでは、執行部からの案件の説明をお願いい

たします。 

  部長。 

○稲見建設部長 私からは、道路施設長寿命化修繕

計画の策定についてということで、報告案件でお

願いしたいということで提出させていただいてお

ります。 

  実は、道路施設の長寿命化計画でございますが、

平成25年度に一旦作成をしております。当時は橋

梁長寿命化修繕計画という名前でございました。

実は、これの上位法が平成26年の７月に改正にな

りまして、大きく変わりまして、このときから、

それまでは橋、しかも長さ15メートル以上の橋だ

けが対象になっていたわけなのですが、この26年

の改正によりまして、２メートル以上の長さの橋

は全部対象にしろということでございました。当

時、206の橋梁を予定していたのですが、それに

よって210の橋に、４本ほどふえたということに

なります。 

  もう一つ、大きな改正点は、道路の施設という

ことで、それまでは橋だけだったんですけれども、

大型カルバート、ボックスカルバートでつくった

コンクリートのやつ、それも入れなさい。それか

ら、そのほかに横断歩道橋、これも入れなさい。

こういうことになりました。それから、市で管理

しているトンネルも１カ所入れなさいということ

になりました。それともう一つが、門型標識、そ

れも入れなさいということで、橋だけでなくなっ

たということでございます。 

  26年度に一部改正がありましたので、26年度か

ら再度やり直しということで、この点検の方法も
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若干変わりまして、それまでは遠望の目視でいい

ということだったんですが、この改正によって近

接目視、すぐそばでじっくり目視しなければだめ

だと。それから、その修繕の程度を４段階に分け

て数値化しなさいというようなことが決められま

した。 

  26年度からもう一度やり直しということで、全

て年度ごとに進めてまいりまして、今年度、残っ

ておりますのは、12橋梁。この橋梁というのは跨

線橋を入れまして、今年度、12やれば終わる。そ

れから門型標識、これはライスラインのところに

あります、ライスラインの上についている右に行

くと福島、こっちに行くと東京という、その標識、

それの１カ所をやれば全ての点検が終わるという

ことでございます。 

  今回、報告でお願いしますと申し上げましたの

は、まず、道路全体の計画そのものは、第２次道

路整備基本計画で網羅されているということ。そ

れと、もう一つは、道路にくっついている橋とか、

そういう道路本体そのものではない設備というこ

とで、議決まで必要のないようなものなのではな

いかということでございます。そういうことで今

回、報告でお願いしたいということで提出させて

いただきました。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 確認ですけれども、提出時期は。 

○稲見建設部長 全員協議会でお願いしたいという

ふうに思っております。 

○吉成委員長 ２月ですか。何月の。 

○稲見建設部長 点検が終わってからになりますの

で、年度の最終のほうの全員協議会でお願いした

いと思います。２月ということになります。 

○吉成委員長 それでは、説明が終わりました。 

  質疑等ございましたら、お願いいたします。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 今の説明の中で、ここに修繕で出てく

る個別の修繕費というのは、最大はどれぐらいの

ものがあるかというところで。 

○吉成委員長 部長。 

○稲見建設部長 今回は、全ての点検を終わりにし

てから、年度計画をつくって、10年間で修繕をし

ながら長寿命化するということなものですから、

最大幾らというのはちょっとわからないんです。 

  ただ、ことしやる予定になっております黒磯駅

の東京側にあります長い跨線橋などは、点検費用

だけで3,000万円、ＪＲに委託してやるというこ

とになりますので、金額自体はこの後の設計にな

ってくるということで、ちょっと金額的には読め

ないです。 

○鈴木委員 そういう調査をやるということですね。 

○稲見建設部長 はい。 

○鈴木委員 了解しました。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、質疑を終了いたします。 

  ここで案件の取り扱いについて議員間討議を行

うため、執行部の退席を求めます。第３委員会室

で待機を願います。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２２分 

 

再開 午前１１時２３分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、報告とする案件、道路施設長寿命化

修繕計画についての取り扱いを協議いたします。 
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  皆さんからのご意見をお伺いいたします。 

  いかが扱いますか。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 説明にあったとおり、これは平成25年

に策定されたものということで、今回、26年７月

に道路法施行規則の一部改正ということで、今ま

でのものより小さいものも拡大的なもので計画を

つくるということなものですから、その前段でも

議決になっていますので、これにつきましては報

告でよろしいかと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ないようですので、それでは、本案

件について諮ってまいりたいと思います。 

  ただいま佐藤委員から報告でいいのではないか

という意見が出ております。本案件については報

告案件とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、報告案件といたします。 

  ここで執行部の再入室のため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１１時２５分 

 

再開 午前１１時２６分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたし

ます。 

  協議の内容について報告いたします。 

  道路施設長寿命化修繕計画については、報告と

いたします。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

休憩 午前１１時２６分 

 

再開 午前１１時２７分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、上下水道部案件の協議に入ります。 

  上下水道部案件については、２件の案件がござ

います。那須塩原市公共下水道全体計画、那須塩

原市公共下水道事業計画。 

  それでは、執行部から案件の説明をお願いいた

します。 

  部長。 

○磯上下水道部長 じゃ、改めまして、上下水道部

長の磯です。よろしくお願いいたします。 

  一覧表の、私のほうから10番、11番についてご

説明を申し上げます。公共下水道の全体計画と事

業計画につきましては、関連があるため、２つを

一括してご説明させていただければと思います。 

  こちらの両計画とも、上位計画であります那須

塩原市生活排水処理基本構想、こちらにつきまし

ては、平成28年３月に議決をいただいているとこ

ろです。こちらの構想に基づく実施計画となるも

のですから、報告案件にさせていただきたいとい

うふうなことです。 

  それぞれの計画の概要についてご説明をいたし

ます。 

  まず、公共下水道の全体計画につきましては、

こちら長期的な計画を定める、おおむね20年から

30年の下水道事業を行う区域を定めるというふう

な計画なんですけれども、特に法的な定めはござ

いません。 

  また、11番の事業計画、こちらにつきましては、

おおむね５年から７年の間に事業を実施する計画

を定めるというふうなもので、こちらにつきまし
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ては下水道法で定めることが義務づけられている

というふうな計画になりました。 

  今回の計画改定につきましては、全体計画にお

きましては、現在、農業集落排水で行っておりま

す南赤田、こちらが浄化センターの老朽化により

まして機能が停止するというふうな事故が発生し

ておりまして、その都度、応急対応をしていると

いうふうな状況です。こちらの農業集落排水のほ

うを流域下水道のほうに接続しまして、南赤田の

農業集落でやっていた区域を公共下水道の区域に

編入するというふうな変更になります。 

  続きまして、事業計画のほうなんですけれども、

こちらにつきましては、下水道法が改正されまし

て、下水道法改正の中で維持管理を行う箇所につ

いて、こちらを事業計画に定めるというふうな変

更がございました。そちらにつきましては、特に

腐食するおそれの大きい排水管、そちらの箇所を

明確にして、今後、点検する方法や点検する頻度、

そちらを記載するというふうなものです。 

  あわせまして、計画期間が平成33年度までにな

っているものを、上位計画の生活排水基本構想の

中期計画に合わせるということで、平成37年度ま

で延伸するというものです。 

  また、東那須野中学校の浄化槽の劣化によりま

して、今年度、公共下水道接続の工事を予定して

いるところですけれども、そちらが事業計画区域

に入っていないものですから、そちらを、今度、

東那須野処理分区のほうに取り込みを行うという

ふうな計画の変更になります。 

  概要については以上となります。 

○吉成委員長 報告時期はいつになりますか。 

○磯上下水道部長 報告につきましては…… 

〔「30年８月」と言う人あり〕 

○吉成委員長 はい、すみません。８月ですね。了

解です。 

  皆さんから質疑ございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ちょっと確認をさせていただきたいん

ですけれども、南赤田の処理場は、結局、公共下

水道に浄化槽を介さないで、公共下水道の管理に

なるのは直接つなぐという、東那須野処理分区、

あれも同じそういうことをするという考え方でま

ずよろしいでしょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 同じ東那須野中学校も、南赤田

の農業集落排水も既存の公共下水道の管に直接接

続するというものです。 

○吉成委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 そうすると、東那須野中学校は用地的

には問題、特にないんですけれども、ちょっと議

案質疑みたいになっちゃってすみません。内容、

ちょっと確認したいんですけれども、南赤田から

の処理施設というのは、消防署の前にある施設の

ことだと思うんですけれども、そうすると、あの

施設は、今後不要になると。それからメンテナン

ス費用などは。部署がえですよね。そうすると、

同じところでやるんですね。簡単に言うと消防署

の前の施設は、今後どういうふうな扱いになるの

かなというあたりまでお伺いできるんでしょうか。 

○吉成委員長 部長。 

○磯上下水道部長 まず、南赤田の浄化施設につき

ましては、ほぼ接続した後には廃止というふうな

ことで予定しております。今回、排水処理の基本

構想の中で、施設を直したほうがいいのか、それ

とも公共下水道に接続したほうがいいのかという

検証を行いまして、その結果、費用的にも公共下

水道に接続したほうが安く上がるというふうなこ

とで協議を進めていたというふうなところになり

ます。 

○吉成委員長 よろしいですか。 
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  そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ありませんか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ないようですので、質疑等をここで

終了いたします。 

  それでは、案件の取り扱いについて、この後、

議員間討議を行いますので、執行部の皆さんは第

３委員会室で待機を願います。 

  暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時３３分 

 

再開 午前１１時３３分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  それでは、ただいまの那須塩原市公共下水道全

体計画及び那須塩原市公共下水道事業計画につい

ての取り扱いを協議いたします。 

  まず、那須塩原市公共下水道全体計画について、

委員の皆さんからご意見をお伺いいたします。 

  いかが取り扱いますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 説明のとおりですので、予算はかかる

と思いますが、特に報告で問題ないかと思います。 

○吉成委員長 そのほかございますか、ご意見。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、那須塩原市公共下水道全

体計画については、報告案件とすることで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 報告案件といたします。 

  続きまして、那須塩原市公共下水道事業計画に

ついての取り扱いを協議いたします。 

  皆さんからご意見をお伺いいたします。 

  ご意見をお願いします。 

  佐藤委員。 

○佐藤委員 これもナンバー10と一緒で、先ほどの

説明とおりということで、若干の追加はあるんで

すけれども、上位計画に基づいた計画ということ

なので、報告でよろしいかと思います。 

○吉成委員長 報告でいいのではないかというご意

見が出ました。 

  そのほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、ないようですので、本件

につきましては、ただいま佐藤委員から出ました

ように報告案件にすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、報告案件とい

たします。 

  それでは、執行部の入室をお願いいたします。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３６分 

 

再開 午前１１時３６分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  協議の内容について報告をいたします。 

  那須塩原市公共下水道全体計画及び那須塩原市

公共下水道事業計画については、報告といたしま

す。 

  それでは、執行部の皆さんの退席をお願いいた

します。 

  暫時休憩といたします。 

  大変にご苦労さまでした。 
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休憩 午前１１時３７分 

 

再開 午前１１時３７分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、教育部案件の協議に入ります。 

  教育部では１件の案件がございます。 

  いじめ防止基本方針、執行部から議案の説明を

お願いいたします。 

  部長。 

○小泉教育部長 教育部のほうで、今回１件、審議

のほうをお願いしている案件なんですけれども、

いじめ防止基本方針、こちらについては、平成27

年３月に策定したものを改定ということになりま

す。中身につきましては、その後、国、あるいは

県のほうで基本方針のほうが改定になったという

ことを受けまして、また、３年を目途に中身のほ

う見直しを行うということで進めている案件とい

うことになりまして、今回、ちょうどその３年目

に当たるということでの改定ということになりま

す。 

  総合計画の中でも学校教育を充実させるという

ような基本方針、それから具体的な施策、いじめ

や不登校の問題を改善するというもの、これを受

けまして、教育振興基本計画の中でも同じように

学校教育の充実という施策の中で、いじめや不登

校の問題を改善するという具体的な施策として取

り組んでいるものの、その施策についての基本方

針ということになります。 

  スケジュール的には、この後、いじめ問題対策

委員会というところで中身のほう、上位計画との

整合というところを見直しながら、最終的には12

月の議会に上程をしていきたいということで考え

ているものでございます。 

  以上でございます。 

○吉成委員長 説明が終わりました。 

  皆さんから質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 よろしいですか。 

  それでは、ないようですので、質疑等を終了い

たします。 

  執行部から、本案件については議決で上がって

きております。本案件は議決案件とすることで異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議がございませんので、本案件は

議決案件ということで取り扱いをいたします。 

  ご苦労さんでした。 

  それでは、ここで執行部入れかえのため暫時休

憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時４０分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  続きまして、産業観光部案件の協議に入ります。 

  産業観光部では、２件の案件がございます。那

須塩原農業振興地域整備計画及び創業支援事業計

画。 

  執行部から案件の説明をお願いいたします。 

  部長。 

○小出産業観光部長 それでは、２件ご説明させて

いただきます。 

  まず最初の那須塩原農業振興地域整備計画の策

定ということでございます。 
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  こちらにつきましては、議案ということで説明

させていただきたいと思います。その理由として

は、本計画は、将来にわたって有用な農地を保全、

確保するための基本的な方向性を示すためという

ことでございます。 

  内容についてご説明します。 

  まず、計画の策定の目的及び背景ということで

ございますが、この計画につきましては、農業振

興地域の整備に関する法律、いわゆる農振法とい

うものに基づいて策定する計画ということでござ

います。現計画につきましては、平成26年２月に

策定しまして、今年度でその計画期間が終了する

ということで、来年度からの計画を策定したいと

いうものでございます。 

  計画の概要でございますが、その法律の８条２

項に基づきまして、農業生産基盤の整備計画や農

地の保全計画を定める基本方針及び農地等の区域

や、農業上の用途区分を指定した農用地利用計画

を定めるというものでございます。 

  計画期間につきましては、先ほども申し上げま

したとおり、平成31年度からのもので５カ年とい

うことでございます。 

  市民等への影響、効果でございますが、農業を

取り巻く諸情勢や今後の土地利用の動向を踏まえ

た計画とすることで、農地を保全、確保するとと

もに、農業の振興が図られるというものでござい

ます。 

  それから、５番の市民の参画の有無及び内容に

つましては、平成29年度に市内農業者3,000人に

意向調査を行ってございます。この内容につきま

しては、新たに農業区域に編入したいかどうかと

いうような内容の意向調査を行っております。 

  さらに、こちらの計画、まとまりましたら、こ

の法11条に基づきまして公告を行いまして、縦覧

30日間、申出期間を15日間、設けます。こうした

ことからパブリックコメントの予定はございませ

ん。 

  それから、６番の総合計画上の位置づけ、それ

から関係法令及び上位計画につきましては、記載

のとおりでございます。 

  最後の、議会の対応及び理由につきましては、

先ほど申し上げましたとおりでございまして、こ

の計画は将来にわたって、優良な農地の保全、確

保するための基本的な方向性をまとめたものであ

り、議会基本条例第11条第２号に該当するものと

思われるということでございます。 

  こちらの説明については以上でございます。 

  続きまして、その次、創業支援事業計画の変更

申請についてでございます。 

  こちらにつきましては、報告ということで説明

させていただきたいと思います。 

  産業競争力強化法に基づき、市が民間の創業を

支援、事業者と連携して事業を定め、国の補助金

を受けるために策定する計画であるためというこ

とでございます。あくまで補助金をもらうための

計画ということでございます。 

  内容についてご説明させていただきます。 

  計画の策定の目的及び背景でございますが、こ

の計画については、先ほど申し上げましたように、

産業競争力強化法に基づきまして、地域の創業を

促進するための、市が民間の創業支援事業者、商

工会ですとか、金融機関等と連携して、ワンスト

ップ相談窓口の設置ですとか、創業セミナーの開

催、コワーキング事業等の創業事業を定め、国の

認定を受けるものということになっております。 

  本市では、この計画につきましては、平成27年

５月20日に最初の認定を受けまして、その後、平

成31年３月31日まで延期したところでございます

が、さらにこの事業を継続させたいということで、

今回、平成33年３月31日までの期間延伸をしたい
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ということでございます。 

  計画の概要につきましては、市が民間の創業事

業者と連携して創業支援事業を定め、国の認定を

受けることで、創業支援事業者や創業者が、国の

支援、補助金等の対象になるものということでご

ざいます。また、創業事業を継続的に行うことに

よりまして、開業しやすい環境を整えるため、既

存事業の計画の延長、新規事業の追加を行うとい

うものでございます。 

  計画期間につきましては、先ほど申し上げまし

たように、平成33年３月31日までの期間延長とい

うことです。 

  それから、市民等への影響、効果ということに

つきましては、地域における創業者を支援し、開

業しやすい環境を整備することで、地域経済の活

性化、雇用の確保を図られるということでござい

ます。 

  それから、市民参画の有無、それから内容につ

きましては、こうした内容であることからパブリ

ックコメント等の実施は行いません。 

  総合計画上の位置づけ及び関係法令及び上位計

画につきましては、記載のとおりでございます。 

  改めまして、議会の対応及び理由ですけれども、

この計画は法律に基づき策定し、国の認定を受け

るものであると。認定を受けるため国との協議が

必要であることから、全協での報告による対応を

したいということです。 

  繰り返しになりますが、平成27年度の初認定時、

それから、平成29年度の更新のときも全協での報

告での対応とさせていただいたところでございま

す。 

  説明については以上でございます。 

○吉成委員長 説明をいただきました。 

  皆さんから質疑等ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、質疑がないようですので、

終了いたします。 

  ここで、案件の取り扱いについては議員間討議

を行うため、執行部の退席を求めます。第３委員

会室でお待ちください。 

  暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時４７分 

 

再開 午前１１時４７分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  まず、那須塩原農業振興地域整備計画の取り扱

いについて、執行部の取り扱いは議決案件であり

ましたが、扱いについては異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 それでは、議決案件といたします。 

  続きまして、創業支援事業計画について取り扱

いを協議したいと思います。 

  執行部では報告ということでありましたが、皆

さん、ご意見をいただきたいと思いますが、いか

がいたしますか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 佐藤委員。 

○佐藤委員 提案理由にもありますように、これは

法律に基づいて作成するということで、国の認定

を受けるということにつきましては、支援も受け

るということで、これは補助金ということになり

ますので、速やかな変更申請が必要であるため、

報告でよろしいかと思います。 

○吉成委員長 そのほかにございますか。 

〔発言する人なし〕 
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○吉成委員長 ないようですので、それでは、本件

につきましては、今、佐藤委員からありました報

告案件に決することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○吉成委員長 異議ないものと認め、報告案件とい

たします。 

  それでは、執行部の入室をお願いします。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４８分 

 

再開 午前１１時４９分 

 

○吉成委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  協議の内容について報告いたします。 

  議決で上がっている那須塩原農業振興地域整備

計画については議決扱いとし、創業支援事業計画

については報告案件といたします。 

  それでは、以上で産業観光部案件、終了いたし

ましたので、退席をお願いいたします。 

  ご苦労さまでした。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時５０分 

 

再開 午前１１時５１分 

 

○吉成委員長 休憩前に戻りまして委員会を再開い

たします。 

  それでは、次第⑶議会基本条例の検証について

を議題といたします。 

  別紙資料について、関根係長から説明をお願い

します。 

  係長。 

○関根議事調査係長 今ご案内がありましたとおり、

別紙によりましてご説明のほうさせていただきた

いと思います。タイトルは議会基本条例の検証に

ついてでございます。 

  まず、１番の現状といたしましては、ご承知の

とおり、議会運営委員会による自己評価を行いま

して、21条について自己評価を終えたところでご

ざいます。 

  ２番の課題についてですが、実は、こちらの説

明に当たりまして一つご報告があるんですが、先

日の議運の中でもお話しさせていただきましたと

おり、早稲田大学マニフェスト研究所の中村健事

務局長に先日お会いしまして、お話を伺ってきた

ところでございます。その中で、議運のほうでつ

くっていただきました評価書を持ちまして相談し

たところ、なかなかこのままでは評価が難しい、

というような大変厳しいお言葉をいただいたとこ

ろでございます。 

  主な趣旨は、こちら２番の課題に書いてありま

す１、２、３に書いてございますので、こちらに

沿ってご説明させていただきます。 

  一つは、１条、２条がそうなんですが、いわゆ

る理念の項目と行動、取り組み項目の整備が入り

混じって未整理ではないかというふうなご指摘で

ございました。 

  ２点目は、自己評価を行ったこと自体は取り組

みとして評価できるが、目標をどこに設定してい

るのか、その目標に対してどうだったのか、評価

検証の視点が非常に不明確であるというふうなご

指摘でございました。 

  ３番目としまして、２番ともかぶるんですが、

目標とする成果、つまりは評価検証の視点が不明

確であることから、次年度以降の具体的な行動改

善につながるマネジメントサイクル、こちらが働

きにくい状況になっているんではないかというよ
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うなお話をいただいたところでございます。 

  そちらのお話をいただいた中で、⑴につきまし

ては下の矢印にありますとおり、理念項目と、行

動、取り組み項目の整理をし、また検証する対象、

内容を整理する段階と申しますか、ステップを取

り入れる必要があるんだろうというふうに考えて

ございます。 

  同じように２番につきましても、先ほど申し上

げた評価検証の視点、つまりは取り組み項目の洗

い出しとデータの収集、例えば議会報告会に何人

が来たとか、委員会の中でどのぐらい議案質疑が

あったとか、そういったデータ収集をする必要が

あるというふうなことでございます。 

  それと、もう一つが、エビデンスで書いてあり

ますとおり、今申し上げたような根拠、数字的な

根拠に基づいて評価検証する必要があるだろうと

いうふうなことでございます。 

  それと、３番に関しましては、その取り組み結

果を受けて、次年度、どこら辺を目標にするのか、

具体的な成果を設定する必要があるだろうと。あ

わせまして、この成果をもとにしたサイクルを回

していくことが望ましい、そんなお話でございま

した。 

  そちらを受けまして、説明の重複する部分がご

ざいますが、３番の今後の進め方、⑵の課題を受

けて想定される取り組みですが、⑴番として、内

容を整理するステップの導入、３ステップ方式と

いうことで波線の四角に囲んであります。黒丸が

既に実施済みのところ、白丸が今後進めていくと

ころになってございます。ステップゼロの検証手

順の決定、それから自己評価については、既に終

了をしてございます。今後、新たに内容の整理と

いうステップ２と外部評価というステップ３を設

けてはどうかというふうなところでございます。 

  ２ページ目に移らせていただきます。 

  ⑵としまして、内容の整理というような中で、

事務事業評価と取り組み項目の状況を明らかにし

た新たな検証シートによる整理というようなとこ

ろを書いてございます。後ろについていますカラ

ーのものが新たな検証シートになってございます。 

  こちらにつきましては、見ていただいてわかる

とおり、大きく２つの構成になってございまして、

条例の条文が一番上にありますが、その下、１番

に取り組み評価、いわゆる事務事業評価を回す、

検証するサイクルとなっていますのが大きく１番

です。ここで取り扱うのは、先ほど出てきた理念

項目ではなくて、取り組み行動評価をする部分で

ございます。理念項目等については、２番の条文

の管理評価というふうな整理になってございます。 

  ここで留意点なんですが、ステップ１の自己評

価の取り扱いですけれども、新たなシートは、あ

くまでステップ１の議論を整理するためだけに使

いまして、自己評価のやり直しは行わないという

ふうな取り扱いでいかがかというふうなところで

考えてございます。 

  なお、こちらのほう、この１枚、２枚に内容は

加えてございますが、これはあくまでイメージし

ていただくためのものでありまして、内容に意味

はございません。ちなみに１枚目につきましては、

第１条を取り扱っておりまして、中村先生のお話

の中では、こういった理念項目は取り組みとして

評価のしようがないので、黄色の右端にあります

とおり、評価はありません、評価のしようがない

というようなことでございます。 

  ２に関しましては、いろいろなご意見を頂戴し

てございますので、そちらは、条文に今後生かす

必要があるかないかを判断するというふうなこと

になってございます。 

  これに関しまして、３枚目になりますが、３条

については取り組み行動が掲げてございますので、
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先ほど申し上げたようなさまざまな指標を取り入

れた中で、プラン、実施、検証、改善、そしてそ

の改善結果をまた計画にフィードバックしていく、

そんなつくりになってございます。 

  ということで、２ページ目の⑶に戻りますが、

マネジメントの改善を、マネジメントサイクルが

働く仕組みづくりに、こういったものを生かして

はどうかというふうなことでございました。 

  今、申し上げました中で少し触れましたが、外

部評価を今年度予算に計上してございます。そち

らにつきましても、先日、中村健先生のほうにお

話し申し上げたところ、１カ月半程度かかります

が、取り組み自体の評価と、評価をどうやってい

るかという、評価そのものの評価をしますよとい

うふうなお話がございました。 

  最後にスケジュールですけれども、こちらに書

いてありますとおり、当面の目標を、この事務事

業評価の結果を９月の決算に合わせて出すとなる

と、６月中に新たなシートで整理し、７月には外

部評価にかけ、最終的な整理、検証をこの委員会

でやっていただく、そんな流れになるかなという

ふうに考えてございます。 

  なお、条文の改正が必要になる場合については、

９月の検証結果の報告をした後、12月等々の中で

整理をさせていただければ。そんなふうに考えて

ございます。 

  雑駁ですが、以上です。 

○吉成委員長 今、関根係長のほうから説明をいた

だきました。 

  これまで当委員会において議会基本条例の検証

作業を行ってきて、前文から21条までの１回目の

検証は終了したわけです。 

  先ほどお話があったように、これまでも縁の深

い早稲田大学マニフェスト研究所事務局長である

中村健先生にご相談したところ、厳しい言葉で言

えば、評価に値しないに近い評価書というような

形だったのかなという捉え方はできますが、ただ、

今回お示しをした、このＰＤＣＡサイクルに当て

はめて行っていく際の、基礎の資料には十分なり

得る検証であることは間違いないわけですね。そ

れをよりわかりやすく、また今後、その基礎デー

タを使うことによって、今後のＰＤＣＡサイクル

を非常にやりやすくするという観点から、今回、

新たにこの取り組みを、もう一度、皆さんと協議

しながら進めてまいりたいと思います。 

  ただし、これまでの評価が全く無になるわけで

はありませんので、そこはご了解をいただきたい

と思います。 

  それを念頭に置きながら、ただいま説明を受け

た中で疑念がございましたら質疑をお願いします。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 では、今、説明を係長のほうからい

ただいた、この流れで今後進めていくということ

でよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 改めてこのシートについては、事務

局、それから我々、委員長、副委員長と協議をし

て、皆さんにお示しができるようにしてまいりま

すので、すぐというわけにいきませんから、今後

の委員会の流れというのを、ちょっとこの後の委

員会が少し先になってしまう可能性はありますが、

極力、最後にお示しをした今後のスケジュールに

沿った形で、今後進めてまいりたいと思いますの

で、その点もよろしくお願いをいたします。 

  じゃ、以上でこの項目については終了させてい

ただきます。 

  続きまして、⑷の議会運営委員会研修会につい

てを議題といたします。 

  前回の会議の際に、研修に関しまして、もし希

望の研修内容があれば、皆さんからお受けしたい
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ということだったわけですが、事務局のほうには

届いていないですね、今現在。届いていないとい

うことですので、今後の研修について、若干事務

局と協議をした結果がございますので、その点に

ついて、局長のほうから簡単な説明お願いできま

すか。 

○石塚事務局長 私のほうからでいいですか。 

○吉成委員長 はい。 

○石塚事務局長 では、一部資料があると思います

けれども、この資料をちょっと見ていただきたい。

これありますよね。研修について。 

〔発言する人あり〕 

○石塚事務局長 配付していない。失礼しました。

配付していると早かったと思ったんですけれども、

ないということなので、では、前回の議運の中で、

私のほうで議運の中での研修ということで、一度、

ご提案させていただいた部分があると思います。 

  それは、一つには、さらに議員の皆様の向上を

願ってというところで、内部研修と外部研修を取

り組んではいかがでしょうかというご提案をさせ

ていただきました。 

  その中で、先ほど係長のほうからも説明があり

ましたが、今回、早稲田大学マニュフェスト研究

所の中村先生のもと、検証等協議をしていた中で、

この研修についても、ある程度の対応はしていた

だけるという下打ち合わせを実はしてきてござい

ます。そういったことで、一つ、外部研修につい

ては、時期的につきましては、これからちょっと

ご相談をさせていただきたいと思うんですが、中

村先生のほうと協議を進めて、研修の取り組みを

していきたいというのが１点でございます。 

  もう一点、内部研修についても取り組んでいき

たいというふうに考えているわけですが、内部研

修につきましては、基本的には市役所内部の職員

を講師として研修をやっていきたいと。ちなみに

今年度につきましては、総務関係の研修で取り組

みたい。具体的に申しますと、条例でありますと

か、予算、決算、こういったものについて、つく

り方、または審査のポイント、こういったものに

ついて研修をしていってはどうかというふうに考

えているところでございます。 

  内部研修、これから協議を進めて、早ければ９

月議会前には取り組んでいきたいなというふうに

考えているところでございますので、内部研修は

９月議会の前に、外部研修につきましては９月議

会以降に。今後、そんなスケジュールで協議をし

ていきたいというふうに考えております。改めて

調いましたら、皆様方にはご説明を申し上げたい

と思いますので、そんな方向でご検討いただけれ

ばと思います。 

  以上です。 

○吉成委員長 ありがとうございました。 

  今、研修会について、局長のほうから、あらあ

ら、そういった形で今後進めていきたいというこ

とですが、よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成委員長 じゃ、そのような形で今後進めさせ

ていただきます。 

  先ほどの冒頭でも言いましたが、外部研修につ

いては、もし本当、皆さんのほうから、ぜひこう

いった講師を呼んでほしいというご希望があれば、

事務局のほうへ、ぜひ出していただければと思い

ますので、その点、よろしくお願いします。 

  それでは、⑸のその他に移ります。 

  その他で、皆さんから何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○吉成委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

〔「委員長、すみません」と言う人あり〕 

○吉成委員長 はい、係長。 



－32－ 

○関根議事調査係長 （全国地方議会サミット2018

の開催について。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○吉成委員長 それでは、大変長時間にわたって議

会運営委員会、開催をさせていただきました。全

ての、今回、議案が審議となります。 

  長時間にわたってのご協議、大変にありがとう

ございました。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時０５分 

 


